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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論は、中国社会の変革期として位置づけられる唐末五代～宋初の時代を対象として、国家と地域社会との
関係を分析し、その時代的意義を問い直そうとするものである。 
 序章では、研究史を整理して、分析の視点を提示している。戦後の日本における宋代史研究では、西欧の歴
史をモデルとして世界史に通底する継起的発展の段階を解明しようとする理論（いわゆる「世界史の基本法則」
論）が導入された。たとえば、西欧中世社会の領主－農奴制に比すべきものとしての地主－佃戸制を設定し、
この生産関係を支える共同体の存立を検証しようとする研究がその典型である。また、これとは立場を異にし、
戦前から地主・商人・官僚の「三位一体」の関係に注目してきた立場においても、基本的生産関係として地主
－佃戸制を位置づけた。主な研究の方向はいわば地主－佃戸制へと収斂されていく情況にあった。 
 このような研究の方向に対して、1960年代以降、西欧をモデルとするのではなく、中国史固有の発展と社会
の構造を発掘するべきだという見解が提出されるようになった。とくに大きな影響力をもったのは、地主－佃
戸制に包摂されない広範な小農民の存在を指摘する研究である。この研究の立場においては、地主も、佃戸、
自小作農、自作農などと同じく小農民の範疇に入れ、基本的な生産関係を、これら多様な経営形態をもつ小農
民と専制国家との間に設定し、前近代社会における共同体の存在を否定する見解も登場した。しかしながら、
かかる研究においては、国家支配に依存せざるをえない状況を生み出した地主、佃戸等の小農民の間の社会関
係の内容には十分な検討が加えられていない。 
 当時の人々がどのような社会関係を取り結んで、その生産・生活を保全しようとしたのかという問題に注目
したのは、地域社会論やネットワーク論であった。これらの研究は、小農民等多様な階層を取り結ぶ共通の生
産・生活の場として地域社会を設定し、また、寺廟や交友関係の考察を通じて、新たな人間関係や統合意識の
一端を明らかにした。しかしながら、全体として知的エリート層を偏重する傾向があり、さまざまな社会層を
ふくむ地域社会全体を捉えた研究は少ない。また、現在のところ、多くの研究が個別の事例の考察にとどまっ
ているため、地域社会と国家の関係の全体像が見えにくいという問題点も指摘される。 
 本研究は、如上の研究動向と問題点を踏まえたうえで、従来の研究の成果を批判的に継承しつつ、．国家を視
野に入れた視点から、地域社会を分析しようとするものである。 
 第１章「唐・五代における地域秩序の認識－郷望的秩序から父老的秩序への変化を中心として－」は、石刻
史料や徳政碑の解析を通じて、国家と小農民の間に位置する中間層の変化に注目する。唐の前半期から後半期
にかけて、貴族制の秩序を体現し、官職、家格、人格において優位を占めた「郷望」がその地位を低下させる
一方、地域の年齢序列を象徴する父老層が新たに浮上して地域社会と中央を結ぶ紐帯としての役割を担うよう
になった。他方、寺院の僧侶は、邑や斎などの信仰集団を通じて父老層と強力に結びつき、橋梁修築など公共
事業を推進していった。国家はこうした父老層と寺院を通じて地域を掌握する政策を採用したため、唐後半期
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には父老と僧侶が官吏とともに地方の秩序を成り立たせる理念的な構造が成立したことを明らかにした。 
 第２章「唐代皇帝生誕節の場についての一考察－門楼から寺院へ－」は、皇帝権力の正統性がどのように中
央さらに地方へと伝達され、そして、地方においてどのように一般民衆に浸透したかを検討する。唐後半期、
皇帝権力の示威装置として、中央・地方ともに門楼が利用された。門楼において、玄宗朝では皇帝生誕節の祝
祭が挙行され、玄宗朝以後では、主に軍事儀礼、命令・情報の伝達が行われたことから、君臣関係を峻別する
と同時に、民衆と接点をもつ場であったことが理解される。更に、唐後半期の皇帝は、皇帝の生誕節挙行の場
を、門楼から寺院へと移したが、これは、寺院が世俗化され、地域社会の公共的空間となっていたという時代
背景をもっていた。寺院で皇帝生誕節を挙行し、宴会・音楽を通じて、皇帝の権威を感覚的に民衆に伝達しよ
うとしたのである。 
 第３章「唐宋変革期における社会的結合－自衛と賑恤の「場」を手掛かりとして－」は、唐後半期から唐末・
五代にかけての混乱の時代、地域社会の民衆（小農民層や在地有力者など）がどのようにして自らの秩序を形
成していったのかを明らかにする。安史の乱が勃発した時には、民衆の間に勃興した自衛集団は国家に吸収さ
れる傾向を持っていたが、唐末・五代の時期においては、新興の在地有力者層は小農民との間で武器や賑恤の
ネットワークを構築して自衛集団を自律的に編成した。彼らは父老として日常世界の秩序を保つ存在であり、
「義」のイデオロギーに裏打ちされた賑恤を実施し、また「義」を自衛集団の精神的紐帯とした。こうして自
律的な自衛集団を編成した在地有力者は地域社会の裁判権・徴税権をも手に入れて、独立性を高めたが、これ
に対して、国家も彼らを承認し、官僚として体制内に組み込まざるをえなかった。しかし、五代後半以降、王
朝側も重兵器の保有を禁止し、検田によって自衛集団の財政的基盤に介入し、職役制を実施して在地社会の防
衛機能を上から編成し直した。 
 第４章「唐宋変革期における在地編成－検田制を中心として－」は、唐末五代宋初の国家が中央集権化を推
し進めるなかで、自衛集団を中核とする地域社会の自立化傾向に対して、どのような政治的姿勢で対応したか
を、検田制の考察を通じて検討する。五代中後期の国家は、税役収取の前提となる検田を実施した。当初は父
老層に検田を委ねて徴税の責任を負わせる方式であったが、その後、中央から、文臣官僚、検田使臣を派遣し
て、直接検田を実施し、自衛集団の財政的基盤を押さえ込もうとした。さらには、国家が地域社会の在地有力
者の支配下での不均衡状態を「均」の状態にするため、地域社会や階層の利害を超えて調整する検由の正当性
を押し出した。宋朝が成立すると、五代の王朝の政策を受け継ぎ、地域社会の防衛能力を組み込みながら、新
たに編成し直し、県の介在を強化して、県一県尉一耆長のラインの治安維持・在地防衛を確立したと結論づけ
た。 
 終章では、本論全体の総括を行っている。唐末五代において、父老、寺院は地方官吏とともに、理念的な秩
序構造を成り立たせ、自衛や賑恤などの公共業務を積極的に推進し、地域社会の自立性を高めていった。しか
し、検田制に見られるように、国家は、地域社会の自立化の傾向を財政的に抑制するとともに、地域社会や階
層の利害を超えて、地域社会の諸問題を調整するという方向性を打ち出すように至った。これは、宋代の社会
体制を準備するものであったと考えられる。宋代に成立する職役制は、理念的には国家が公共業務を地域社会
に委任する一方、戸等制を媒介として、地域社会では解決し得ない諸々の利害を調整し、解決する役割をもっ
た。こうした点に注目するならば、国家と地域社会は対立関係を孕みながらも共通の利害・理念を持っていた
とする。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、唐末から宋初にかけての中国社会を対象として、国家と地域社会との関係の構造的変化を解析し
た研究である。 
 序章では、中国史研究全体の動向を見据えながら、戦後の日本における関連の研究を整理し、国家支配に依
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存せざるをえない状況を生み出した地域社会の諸関係が十分に考察されていないことや、地域社会の統合を考
えるに際して、知的エリートの役割を偏重する傾向があることを指摘している。そのうえで、地域社会の人間
関係を多角的に把握し、それらを基盤とする地域社会の自立化とそれに対する国家支配の構造の変化を分析す
る必要があることを問題提起している。 
 第１章「唐・五代における地域秩序の認識－郷望的秩序から父老的秩序への変化を中心として－」は、地域
社会の秩序編成を解き明かすために、国家と小農民の間に位置する中間層の変化に注目したが、この研究は次
の二つの特徴をもっている。第一に、従来の研究は、中間層としての郷望、父老が地域秩序の維持のうえで大
きな役割を果たしたことを指摘してきたが、捉え方は構造的である。これに対して、本研究は、石刻史料など
を十分に活用して、唐前半期から後半期にかけて、中間層の内実が郷望から父老へと変化したことを解明した
ことである。第二に、地域秩序の構造を明らかにするために、中間層のみでなく、彼らを取り巻く周辺の磁場
に目を向けた点である。父老層が寺院の信仰ネットワークと強く結びついて、公共業務の編成に主導的役割を
演じ、他方、国家（官僚）は、父老と寺院の僧侶の組織に依拠して地域を編成したことを解明し、それによっ
て、父老、官僚、僧侶の三者によって支えられる地域秩序の構造を見事に浮かび上がらせた。こうした得られ
た研究成果のなかに、時代の変化に注視し、複合的な分析視角をもって秩序成立の場の原理を解き明かす優れ
た分析能力を看取することができる。 
 第２章「唐代皇帝生誕節の場についての一考察－門楼から寺院へ－」は、反乱の勃発、藩鎮の割拠などによ
り皇帝の権威が低下する状況のなかで、唐後半期の皇帝がどのように自らの権威を民衆や地方に認識させたの
かという問題を考察した。この問題を検討するに当たって選択された題材は皇帝の生誕節である。生誕節の祝
祭・儀式は玄宗朝以前には首都の門楼が多く利用されたが、以後の門楼では官僚の送迎と宴会、献俘など政治
的・軍事的な儀礼の挙行が主流となり、生誕節の祝祭はほぼ姿を消す。代わって寺院がその祝祭の場としてク
ローズアップされるようになり、地方においても寺院が皇帝の生誕節の場として選定された。その背景には、
唐後半期、中央と地方を結ぶ信仰ネットワークをもち、身分の差を超越することを可能にした寺院を利用して、
民衆に皇帝の権威を示威しようとする政治的思惑が存在した。特に地方では、第１章で論じられたように、官
僚、父老、寺院の僧侶の三者による地域秩序の構造が形成されており、寺院は君臣同歓を理念とする皇帝生誕
節に相応しい場として位置づけられる。寺院の信仰のネットワークと地域社会の秩序におけるその重要な役割
に注目して、皇帝の権威が中央のみならず、地方にも伝達される仕組みを解明したことは従来にない成果であ
り、高く評価される。 
 第３章「唐宋変革期における社会的結合－自衛と賑恤の「場」を手掛かりとして－」は、唐宋変革期におけ
る社会的結合の解明を目的として、この混乱の時代に編成された自衛集団を考察する。従来の研究は、安史の
乱当時における民衆の自衛集団の組織力、自律性を高く評価してきたが、検証の結果、唐朝はそれらの自衛集
団を吸収し、組織化する能力を保持し続けていたことが確認される。その大きな理由は自衛集団の側に求めら
れる。地域社会の危機に際して発動される防衛システムは比較的平等な世界を構成しており、また、荘園を舞
台とした在地防衛においても、動員の範囲は土地所有関係や血縁関係の枠内にとどまっていたため、大土地所
有者のもとに集結して防衛を行うという有機的連関をもつ体制は未完成であった。唐末の混乱期以前において
は唐朝国家が各地の義軍を結びつける役割を果たし、強固な組織力を発揮したのである。しかし、唐末になる
と、自衛集団は国家依存の体制から自律性の強い集団へと変貌した。その要因を武器の問題に着眼して検討し
ている。唐朝が在地掌握能力を低下させた頃から、国家の武器管理体制の崩壊による兵器の民間流出を背景と
して、重兵器を媒介にした在地有力者の影響力が大規模な武装集団のみならず、軽兵器を使用する村落防衛に
まで及ぶようになった。その結果、在地有力者の防衛集団と郷村の防衛集団が連環して発展し、広域的な防衛
体制が完成した。ついで、在地防衛の構造的変化によって自律性を高めた地域社会の人的結合関係が検討され
る。新興の在地有力者は、富豪・国家との間に新たな関係を築こうとしていた小農民層の自立傾向に直面して、
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彼らを救済する理念として「義」を打ち出したが、この「義」の観念は父老的秩序に基づく賑恤等の経済的再
生産保障及び任侠的紐帯によって結ばれる武力による再生産保障の両面にわたって貫徹した。こうして唐末五
代の在地有力者は父老的、任侠的秩序における「義」の体現者として、また武器ネットワークの頂点に立って、
地域社会の支配者として在地の領域支配を可能にしたとする。自衛集団と「義」の観念に着眼して、唐宋変革
期における新興在地有力者と小農民との間に形作られた新たな社会結合を解明したことは研究史上重要な成果
である。 
 第４章「唐宋変革期における在地編成－検田制を中心として－」は、新たな社会的結合を構築した地域社会
に対して、中央集権化を推し進める五代宋初の国家がどのような政治的姿勢で対応したのかという問題を、検
田（税役収取のために土地を把握する作業）を取り上げて検討する。唐後半期から後唐明宗期に至るまで、在
地社会は武力をともなう社会結合によって秩序安定機能を保持しており、国家もその防衛システムに依拠した
ために、検田に際しても、直接州県から官吏を派遣せず、父老層に検田を委ねて徴税の責任を負わせる間接的
検田の方針を採用した。その後、後漢に至るまでは、従来の研究において、中央集権化の流れが停滞する時代
として捉えられているが、州への使者派遣、州県による検田の一部復活の事実を検証することによって、中央
権力が一層強化された段階であり、更に、後周に至って、国家による直接的検田が実現したことを明らかにす
る。その背景には、父老の権威によって保持される在地防衛そのものに介入していこうとする国家の意図が存
在し、在来の父老を耆長制に組み込んだシステムの成立はその集大成であった。この構造は、宋代に入って更
に強化された。県の介在を強めて、地域社会の防衛能力を再編しなおし、最終的には知州―県―耆長という一
元的な体系を完成させたとする。本章のメリットは、唐代から宋初に至る国家と地域社会との関係を検田制に
焦点を当てて検討し、中央集権権力が地域社会に浸透していくプロセスを描き出したことにある。国家と地域
社会の双方に目を向けながら、両者を統合的に捉えようとする視点とそれを活かす堅実な作業があってはじめ
て生み出された成果であるといえる。 
 終章では、本論文の内容を丁寧に総括し、宋代以降の社会への展望を述べている。 
 以上、本論文は、郷望と父老、皇帝の生誕節、在地防衛、検田制といった問題を取り上げて、地域社会の秩
序構造と国家権力との関係の変質を解明し、宋代社会へと連続させることに成功している。大きな時代の流れ
をとらえることに留意して、中国史上の画期とされる時代の意味を読み解いた研究手法は卓越したものである。
本論文で提示された研究手法は、他の時代の研究にも大きな刺激を与え、それぞれの分野の研究を進展させる
ことが期待される。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
